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関東大学サッカーリーグ戦からＪリーグクラブへの来季加入が内定した選手のサイン会を開催します！ 
また、同イベント会場におきまして、内定者の名前と背番号入りのユニフォーム型ストラップも販売。 
どなた様もご参加いただけるイベントですので奮ってご参加ください♪ 
 
〇日時 : 12 月 22 日(土) 決勝戦(13:00KICKOFF)の終了後 
〇会場 : 浦和駒場スタジアム 場外広場   
参加選手 （全参加選手のリストは www.jufa.jp でご確認ください） 
早稲田大学 
岡田優希選手(FC町田ゼルビア内定)・相馬勇紀選手(名古屋グランパス内定)・冨田康平選手(京都サンガ F.C.内定 ) 
明治大学 
村田航一選手(水戸ホーリーホック内定)・小野雅史選手(大宮アルディージャ内定)・袴田裕太郎選手(横浜 FC内定)  
岩武克弥選手(浦和レッズ内定)・上夷克典(京都サンガ F.C.内定) 
中央大学 
大橋祐紀選手(湘南ベルマーレ内定)・安在達弥選手(東京ヴェルディ内定)・内藤健太選手(FC琉球内定) 
他にも J クラブ内定者が多数参加します！未来の J リーガーたちの、貴重な大学時代のサインを逃すな‼ 
 
※決勝戦が延長戦に突入した場合はサイン会開始時間を繰り下げます。また参加選手は直前に変更となる可能性もございます。 
※内定者のユニフォーム型ストラップは当日のみの個数限定販売となります。 

 

 

 

【決勝 12/22】 J クラブ内定者サイン会開催 
 

 

法政大学 vs 駒澤大学 
大学日本一を目指し、全国各地域の代表 24

大学が熱戦を繰り広げてきた『平成 30 年度 
第 67 回全日本大学サッカー選手権大会』も
ついにファイナルを迎える。決勝に駒を進め
たのは 2年連続出場の法政大学と、12年ぶり
に決勝進出を果たした駒澤大学。決勝は 3年
連続の関東対決となった。 
 「途中出場の選手も含め、全員がしっかり
と役割をはたしてくれた」。法大の長山一也
監督は、再び決勝の舞台に戻ってこられた理
由をそう説明する。初戦の新潟医療福祉大学
戦では 2度相手にリードを奪われながらも、
途中出場の MF森俊貴（3年）の活躍もあり、
逆転勝利を収めた。準々決勝の関西学院大学
戦では MF 紺野和也（3 年）、FW 上田綺世（2
年）といった中心選手をベンチに置きながら
も、今大会初スタメンの MF 橋本陸（3 年）、
MF大西遼太郎（3年）がゴールを挙げて勝利。
これまでの 3試合ではスタートメンバーを大
きく入れ替え、文字通りの“総力戦”で短期
決戦を勝ち抜いてきた。もともと個の力を持
つ選手の多いチームだが、なかでも U-21 代
表 FW・上田の得点感覚の鋭さ、そして準決勝
で決勝点を挙げた MF 紺野の切れ味鋭いドリ
ブルは法大の大きな武器。また、昨年大会で
は決勝で退場し「頭が真っ白になった」とい
うボランチの大西も、昨年の汚名をそそぐべ
く調子を上げている。 
 対する駒澤大学は初戦で桃山学院大学を
4-1 で下すと、準々決勝で優勝候補の筑波大
学に 2-1で競り勝ち、ベスト 4入りをはたし
た。準決勝では関西王者の大阪体育大学と対
戦。一度は追いつかれたが、ワンチャンスを

活かして勝ち越し点を挙げ、決勝進出を決
めた。前線の FW 室町仁紀（4 年）や FW 高
橋潤哉（3 年）にボールを集める、シンプ
ルな攻撃を得意とする駒大。今大会ではそ
れに加えて MF中原輝（熊本内定）と MF安
藤翼の 4年生コンビが絶好調で、縦への突
破力にも磨きがかかっている。守備では星
キョーワァン（3年）と伊勢渉（4年）のセ
ンターバックコンビが粘り強い守りを見
せるが、決勝では DF 伊勢が累積警告のた
め出場停止に。また、今大会 2得点の MF坂
本和雅（4 年）が準決勝で負傷退場したの
も気になるところだ。主将の MF 大塲淳矢
は、「相手にボールをもたれる時間帯が長
くなることは予想している。焦れずにチャ
ンスを狙いたい」（4年）と展望するが、そ
うした事情もあり、早めにチャンスをつく
りたいところだ。 
 昨年は流通経済大学に 1-5で敗れ「この
大会で負けた悔しさは、この大会に勝つこ
とでしか晴らせない」（長山監督）とリベン
ジに燃える法大。一方の駒大・秋田浩一監
督は「ウチは一流の選手も超一流の選手も
いない。チャレンジャーとして力を合わせ
て走るだけ」と、“いつもどおり”を強調
する。今季の対戦成績は法大が 2勝 1分と
負け無しだが、駒大は名将・秋田監督の下、
12年前にインカレ 3連覇を達成。主将の大
塲は「想像もつかない」と笑うが、大舞台
に強い駒大の遺伝子は受け継がれている
はず。 
今年最後の大学サッカー。勝利の女神が

微笑むのは果たして――。 
 

文・飯嶋玲子 

12 月 22 日(土) 13:00 

浦和駒場 


